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　廃食油とスプレー缶・カセットボンベは、どちらも捨て方に関する問い合わせが多い品目です。
正しく分別して出すことで、資源の有効活用や安全なごみ処理につながります。身近なごみだから
こそ一人一人がルールを守り、適切な分別とごみ出しを心掛け、安全なごみ処理とリサイクルに協
力してください。 
◆廃食油の出し方
　家庭で使用した天ぷら油などの植物性油は、資源ごみとして収集しています。
空のペットボトルに油を入れ、こぼれないようにふたをしっかり閉め、「不燃
ごみ・古紙・PET・有害ごみ」の収集日に収集所の赤いカゴに出してください。
なお、豚油・牛脂・鉱物油などは収集の対象外です。
◆スプレー缶・カセットボンベの出し方
　スプレー缶・カセットボンベは、ガスが残っていると清掃センターでの作業
中の爆発事故につながる恐れがあり、大変危険です。必ず中身を「完全に使い
切って」から「穴を開けずに」、そのまま有害ごみとして収集所の赤いカゴに出
してください。

団別ダンス練習の様子

　　問い合わせ　　学校教育課（☎508212）
　　　　　　　　美土里小学校（☎㉒2545）

　美土里小学校では、人権教育の一環として、児童
の主体性や絆を育む「たてわり活動」を大切にしてい
ます。学年を超えて交流を重ねることで、さまざま
な行事での団結力にもつながっています。
　運動会では、今年度も６年生がリーダーとなり、
団別のダンスを考えました。当日までの練習では、
６年生が下級生一人一人に「笑顔」で優しく丁寧に
ステップを教える姿が見られました。校内には明る
い「あいさつ」が広がり、活気が溢れる「学び」につな
がっています。
　この活動の根底にあるのは、「誰一人取り残さな
い」、「いじめゼロ」を目指す温かい学校づくりです。
異なる学年の児童が、お互いを認め合い、支え合い
ながら一つの作品を作り上げていく中で「やる気」

～心をつなぐダンス！6年生が導く「いじめゼロ」の輪～

と「思いやり」の心を育み、豊かな人権感覚を身に付
けています。
　美土里小学校が掲げる、学び・笑顔・やる気・思
いやり・あいさつの「５つのいっぱい運動」を胸に、
「みどりっこ」はこれからも心を一つに輝き続けます。

美土里小学校

第８回　廃食油とスプレー缶などの捨て方

問い合わせ　清掃センター（☎㉓8305）

〈知ってもらいたい「ごみ」のこと〉
　ごみ収集所は、それぞれの区で管理しています。皆さんが気持ち良く利用できるよう、生活
環境の保全に協力してください。「決められた収集所に・決められた時間に・決められた物を
出す」というルールを守り、他の地区の収集所にごみを出すことはやめましょう。
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姉妹都市提携40周年記念

藤岡市と羽咋市が記念グッズを交換
姉妹都市提携 40周年を迎えたことを記念
し、両市で制作した記念グッズを交換しまし
た。今回の記念グッズには、これまでの交流
への感謝と、これからも末永く交流を続けて
いきたいという願いが込められています。
「やよいひめさん」と「のとっきー」をモ
チーフにした記念グッズは、両市の特色が感
じられるものとなりました。交換の際には、
両市長が記念グッズを手渡し、これまでの交
流を振り返るとともに、今後の交流と両市の
発展を願いました。
両市は 40年にわたり築いてきた絆を未来
へつないでいきます。互いの魅力を知り、支
え合いながら交流をさらに深めていきます。

記念グッズを交換する
新井市長と岸市長


